
市
長
／
非
戦
を
誓
っ
た
日
本
の
宝
で
あ
る

問　
憲
法
９
条
と
は
。

市
長　

先
の
戦
争
で
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
反

省
の
も
と
に
、
戦
争
を
し

な
い
と
誓
っ
た
も
の
で
、

日
本
の
宝
だ
と
思
う
。

問　
安
保
法
案
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

十
分
審
議
が
尽
く

さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

多
数
の
法
律
家
、
学
者
、

研
究
者
が
憲
法
違
反
と
発

言
し
て
い
る
。
多
く
の
国

民
が
疑
問
を
感
じ
、
不
安

と
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る

と
思
う
。
今
一
度
、
慎
重

な
審
議
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

問　

７
月
５
日
に
岩
手

県
矢
巾
町
で
、
中
学
２
年

の
男
子
生
徒
が
自
ら
命
を

絶
っ
た
事
件
で
、
学
校
は

「
い
じ
め
が
自
殺
の
一
因
」

と
す
る
調
査
報
告
書
を
公

表
し
た
。
ど
う
思
う
か
。

教
育
長　

か
け
が
え
の
な

い
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ

と
は
大
変
残
念
で
な
ら
な

い
。子
ど
も
が
発
す
る
様
々

な
サ
イ
ン
を
見
落
と
さ
な

い
た
め
に
も
、
全
て
の
教

職
員
が
全
て
の
情
報
を
報

告
し
、
そ
の
情
報
を
全
て

の
教
職
員
で
共
有
し
て
い

く
取
り
組
み
が
大
切
で
あ

る
。

問　
ど
の
よ
う
に
教
訓
化

し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

校
内
体
制
を
今

一
度
見
直
す
よ
う
に
指
導

し
た
。
今
後
も
各
学
校
の

「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

を
再
度
確
認
し
、
実
効
性

の
あ
る
取
り
組
み
が
確
実

に
な
さ
れ
る
よ
う
指
導
し

た
い
。

　
問　
７
月
19
日
に
静
岡
県

で
電
気
柵
に
よ
る
感
電
死

事
故
が
あ
っ
た
。
家
庭
電

源
の
高
電
圧
が
原
因
と
の

報
道
で
あ
る
。
曽
於
市
で

は
こ
の
よ
う
な
施
設
は
な

い
か
。

市
長　

静
岡
で
の
事
故
後

す
ぐ
に
調
査
を
し
た
が
、

家
庭
電
源
か
ら
直
接
つ
な

い
だ
電
気
柵
の
設
置
は
な

か
っ
た
。

問　
今
年
は
夏
場
よ
り
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
が
出
て
、

電
気
柵
設
置
の
要
望
が
出

て
い
る
。
今
年
度
の
実
績

は
ど
う
か
。

市
長　

昨
年
度
は
45
基
で

あ
っ
た
が
、
今
年
は
８
月

末
現
在
で
、
す
で
に
50
基

を
設
置
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
要
望
が
出
て
い

る
の
で
、
今
回
の
補
正
予

算
で
15
基
分
の
増
額
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問　
電
気
柵
の
補
助
対
象

と
金
額
は
い
く
ら
か
。

市
長　

受
益
戸
数
が
３
戸

以
上
も
し
く
は
、
総
受
益

面
積
が
50
ア
ー
ル
以
上
で

あ
る
こ
と
。
価
格
は
約
１

ha
分
で
機
器
本
体
、
電
線
、

支
柱
、
電
池
な
ど
付
属
品

を
含
め
て
８
万
１
千
円
で
、

２
分
の
１
を
補
助
す
る
。

問　
使
い
や
す
い
制
度
へ

の
見
直
し
は
。

市
長　

団
地
化
等
も
含
め

て
考
え
た
い
。

一般質問
10議員登壇 市政を問う市政を問う

憲
法
９
条
と
は

宮迫　勝 議員

い
じ
め
防
止
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
防

止
に
つ
い
て

憲法９条は
世界と日本の宝です！

ちょっと ひとりごと

イノシシ侵入禁止
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市
長
／
総
合
的
な
開
発
に
つ
い
て
は
必
要
と
考
え
る

問　
弥
五
郎
の
里
関
連
施

設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

道
の
駅
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
施

設
・
温
泉
施
設
・
民
間
施

設
等
が
あ
る
。

　
今
後
は
周
辺
の
旧
中
山

公
園
等
を
含
め
た
総
合
的

な
開
発
が
考
え
ら
れ
、
旧

中
山
公
園
に
つ
い
て
は
地

元
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
の
要
望
も
上
が
っ
て

い
る
。
弥
五
郎
の
里
を
複

合
施
設
と
し
て
開
発
す
る

こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
見

解
は
。

市
長　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
に
つ
い
て
は
、
現
在

い
ろ
ん
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

総
合
的
な
開
発
に
つ
い
て

は
必
要
と
考
え
る
。

問　

先
の
「
あ
な
た
の
そ

ば
で
県
議
会
」
に
お
い
て

大
園
県
議
（
医
師
）
の
話

に
よ
る
と
、
地
方
病
院
で

最
大
の
問
題
点
で
あ
る
医

師
確
保
の
観
点
か
ら
は
高

速
道
路
イ
ン
タ
ー
の
近
く

が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
の
話

で
あ
っ
た
。
曽
於
地
区
の

場
合
、
曽
於
地
区
の
ほ
ぼ

中
央
で
鹿
児
島
市
内
か
ら

最
も
近
い
イ
ン
タ
ー
は
曽

於
弥
五
郎
イ
ン
タ
ー
と
な

る
。
岩
川
小
学
校
移
転
と

の
か
ら
み
で
岩
川
小
学
校

を
岩
川
高
校
跡
地
に
移
転

し
、
曽
於
地
区
医
師
会
立

病
院
を
岩
川
小
学
校
跡
地

に
移
転
で
き
れ
ば
、
病
院

の
医
師
確
保
は
格
段
に
有

利
に
な
る
。

　
移
転
問
題
の
会
議
等
で
、

ぜ
ひ
是
非
こ
の
こ
と
を
強

く
発
言
で
き
な
い
も
の
か
。

ま
た
、
移
転
問
題
は
医
師

会
サ
イ
ド
の
体
力
の
問
題

も
あ
り
、
行
政
が
主
導
し

な
い
と
実
現
は
し
な
い
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え
を

示
さ
れ
た
い
。

市
長　

移
転
問
題
が
具
体

的
に
な
っ
た
場
合
は
、
現

在
曽
於
市
内
に
医
師
会
病

院
は
あ
る
の
で
、
曽
於
市

内
に
建
設
す
る
よ
う
協
議

会
で
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
移
転
問
題
は
医

師
会
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
建
設
費
の
負
担
を

含
め
、
医
師
会
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
曽
於
高
校
か
ら
甲
子

園
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

チ
ー
ム
を
送
り
だ
す
こ
と

に
よ
り
、
市
内
の
小
・
中

学
校
の
広
い
意
味
で
の
学

力
向
上
が
図
ら
れ
る
と
考

え
る
。
市
と
し
て
も
、
よ

り
一
層
の
曽
於
高
校
支
援

体
制
作
り
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
。

教
育
長　

市
と
し
て
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
指
導

者
の
指
導
力
向
上
及
び
後

継
者
の
育
成
を
図
り
な
が

ら
、
来
年
度
か
ら
市
内
唯

一
の
高
校
と
な
る
曽
於
高

校
を
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
。

弥
五
郎
の
里
一
帯
の

　
　
開
発
に
つ
い
て

上村　龍生 議員

曽
於
地
区
医
師
会
立

病
院
に
つ
い
て

学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

医療費（歳出）削減は
健康づくりから！

ちょっと ひとりごと

弥五郎の里の全景

あなたのそばで県議会
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市
長
／
平
成
36
年
度
で
終
え
る
計
画
で
あ
る

問　
区
画
整
理
地
内
測
量

確
定
に
お
け
る
保
留
地
の

全
体
面
積
、
保
留
地
の
全

体
金
額
、
全
筆
数
、
保
留

地
の
残
面
積
、
残
地
の
処

分
金
額
、
残
筆
数
。
地
権

者
数
と
空
き
家
数
な
ど
示

せ
。

市
長　

保
留
地
に
つ
い

て
は
全
体
面
積
が
４
万�

７
９
５
５
㎡
、
全
体
金
額

は
９
億
９
５
３
３
万
円
。

全
筆
数
は
現
在
１
５
７
筆

で
あ
る
。
平
成
27
年
９
月

１
日
現
在
の
保
留
地
の
残

面
積
が
１
万
９
３
８
１
㎡

で
残
地
処
分
金
額
は
２
億�

８
７
９
９
万
円
が
残
っ
て

い
る
。
残
筆
数
は
59
筆
で

地
権
者
数
４
６
５
人
空
き

家
数
５
棟
と
な
っ
て
い
る
。

問　
今
後
の
保
留
地
処
分

の
計
画
は
何
年
度
ま
で
か
。

　
ま
た
、
土
地
の
評
価
の

見
通
し
に
つ
い
て
の
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

保
留
地
の
処
分
計

画
は
平
成
36
年
度
で
終
え

る
計
画
で
あ
る
。
土
地
の
評

価
見
直
し
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
５
月
29
日
外
山
木
材

よ
り
曽
於
市
へ
の
進
出
は

断
念
し
た
と
あ
る
が
、
断

念
の
理
由
と
報
告
の
内
容

に
つ
い
て
は
。

市
長　

外
山
木
材
は
事
業

を
急
ぐ
必
要
か
ら
他
の
地

区
へ
進
出
し
た
い
と
去
る

５
月
29
日
来
庁
さ
れ
説
明

が
あ
っ
た
。

問　
外
山
木
材
へ
の
用
途

変
更
に
つ
い
て
は
地
権
者

に
説
明
さ
れ
た
か
。
同
意

は
得
ら
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
土
地
の
買
収
は

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

市
長　

用
途
変
更
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
12
月
25

日
付
け
で
用
地
を
売
買
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
、
新

た
な
企
業
を
誘
致
す
る

方
向
で
計
画
を
進
め
る
た

め
、
お
願
い
の
文
書
を
送

付
し
た
。
遠
方
の
方
に
は

郵
便
に
て
用
途
変
更
の
同

意
を
お
願
い
し
た
。
用
途

変
更
の
同
意
に
つ
い
て

は
、
９
名
の
方
の
同
意
が

得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

問　
外
山
木
材
は
志
布
志

市
有
明
町
に
進
出
す
る
と

の
話
が
あ
る
が
聞
い
て
い

る
か
。

市
長　

聞
い
て
い
な
い
。

知
ら
な
か
っ
た
。

問　
９
月
を
待
た
ず
に
外

山
木
材
は
進
出
を
断
念
し

た
が
、
今
後
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
。

市
長　

売
買
契
約
者
全
員

か
ら
用
途
変
更
の
同
意
を

頂
き
地
元
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
企
業
誘
致
に
努
め

た
い
。

上
町
区
画
整
理
事
業
と

　
　
保
留
地
の
売
却
は

海野　隆平 議員

外山木材の進出について
は実現に向け強い信念で
望むと言ったあの言葉は

何だったのか。

ちょっと ひとりごと

胡
摩
地
区
の
利
活
用
と

今
後
の
対
応
は

末吉上町土地区画整理地

至都城

分　譲　地　箇　所　図

済
済

済
済

済
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教
育
長
／
向
上
さ
せ
た
い

問　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
曽

於
市
の
結
果
は
昨
年
と
比

べ
て
向
上
し
て
い
る
の

か
。
全
国
平
均
、
県
平
均

と
比
べ
て
ど
う
か
。

教
育
長　

別
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
昨
年
と
比
べ
て

小
・
中
と
も
国
語
Ｂ
が
伸

び
た
が
、
他
は
下
回
っ
た
。

全
国
平
均
、
県
平
均
と
比

べ
て
小
・
中
と
も
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。

問　
今
ま
で
の
指
導
方
法

で
良
い
の
か
。
曽
於
市
独

自
の
取
り
組
み
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

教
育
長　

今
年
３
月
に
定

め
た
曽
於
市
学
力
向
上
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て

①�

「
力
の
あ
る
学
校
づ
く

り
」
の
推
進

②�
「
学
び
の
基
礎
力
」
の

定
着　

③�

「
協
働
的
探
究
的
な
学

び
」
の
推
進

④�

「
曽
於
市
学
力
向
上
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
徹
底

⑤�

幼
・
保
・
小
・
中
・
高

連
携
の
推
進

⑥�

「
家
庭
教
育
」
の
充
実

な
ど
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
10
月
か
ら
土

曜
授
業
も
始
ま
る
の
で

学
力
向
上
に
結
び
つ
け
た

い
。

問　
学
校
現
場
に
切
実
感

は
感
じ
ら
れ
る
の
か
。

教
育
長　

校
長
会
、
教
頭

会
で
も
積
極
的
に
語
ら
れ

て
い
る
。
現
場
の
意
識
は

確
か
に
上
が
っ
て
い
る
。

問　
学
力
向
上
支
援
員
の

現
状
は
。
大
規
模
小
学
校

や
中
学
校
へ
も
拡
充
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長　

現
在
、
学
力
向

上
支
援
員
は
８
名
で
、
教

員
免
許
の
有
資
格
者
で
あ

る
。
市
内
14
の
複
式
校
で

担
任
と
連
携
し
な
が
ら
学

習
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

大
規
模
校
対
策
も
考
え
て

い
る
。

問　

新
聞
を
読
む
子
は

学
力
が
高
い
デ
ー
タ
が
あ

る
。
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
ら
ど
う
か
。

市
長　

新
聞
活
用
の
学
校

も
あ
り
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
活
用
し
て
い
き
た
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト

　
　
曽
於
市
の
結
果
は

土屋　健一 議員

ガンバレ！子どもたち

ちょっと ひとりごと 数学の拠点校である財部中学校

がんばれ　中学生！

国語A 国語 B 算数A 算数 B 理科
全 国 70.0	 65.4	 75.2	 45.0	 60.8	
鹿 児 島 県 68.4	 65.8	 75.9	 42.5	 63.4	
曽 於 市 64.8	 59.9	 72.2	 38.4	 63.3	
曽於市昨年比
ポ イ ン ト -4.3 +8.2 -3.0 -13.2 —

国語A 国語 B 数学A 数学 B 理科
全 国 75.8	 65.8	 64.4	 41.6	 53.0	
鹿 児 島 県 73.3	 64.1	 61.7	 39.4	 51.9	
曽 於 市 68.0	 58.1	 55.9	 31.5	 45.9	
曽於市昨年比
ポ イ ン ト -5.0 +15.6 -7.4 -22.9 —

〔中学校３年〕

〔小学校６年〕

別表

平成 27年４月実施
全国学力テスト正答率（％）　Ａ：基礎　Ｂ：応用
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市
長
／
検
討
は
し
た
い

問　
保
育
料
を
最
高
１
万

円
以
内
に
軽
減
す
る
こ
と

は
、
市
長
の
重
点
公
約
で

あ
っ
た
。
財
政
上
困
難
は

あ
っ
て
も
、
重
点
公
約
で

あ
り
任
期
４
年
以
内
に
完

全
実
行
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
平
均
で

１
万
２
千
円
ま
で
引
き
下

げ
、
志
布
志
市
の
水
準
と

な
っ
た
。

　

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

り
、
財
政
の
問
題
も
あ
る
。

公
約
は
大
事
で
あ
り
、
検

討
は
し
た
い
。

問　

昨
年
後
半
か
ら
、
65

歳
未
満
は
発
行
さ
れ
て
い

な
い
。
旧
財
部
町
で
は
53

年
前
か
ら
希
望
者
に
発
行

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
長

年
に
わ
た
り
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た
。
希
望
者
に

発
行
さ
れ
た
と
し
て
も
、

年
間
に
１
５
０
万
円
の
予

算
で
対
応
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　
今
年
３
月
市
議
会
で
は
、

希
望
者
全
員
に
温
泉
券
の

発
行
を
求
め
る
、
文
教
厚

生
委
員
長
の
報
告
も
あ
っ

た
。
市
長
は
来
年
度
か
ら
、

希
望
者
に
は
全
員
に
発
行

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

議
会
全
体
が
そ
う

し
た
意
見
な
ら
、
議
会
の

意
見
は
尊
重
し
た
い
。

問　
資
料
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
３
年
間
合
格

者
の
半
分
以
上
が
市
外
の

受
験
者
で
あ
る
。
今
後
も

合
格
者
の
制
限
枠
を
設
け

ず
、
採
用
す
る
考
え
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
成
績
順
で
採
用
し
た

い
。

問　

た
だ
、
二
次
試
験
の

面
接
は
、
市
長
と
副
市
長

の
３
人
で
行
っ
て
い
る
。

公
正
に
面
接
を
行
っ
て
も

受
験
者
の
ご
家
族
に
市
の

三
役
の
面
識
の
方
が
お
ら

れ
た
場
合
、
試
験
の
結
果

に
つ
い
て
市
民
全
体
の
納

得
を
得
る
こ
と
は
率
直
に

言
っ
て
き
び
し
い
の
で
は

な
い
か
。

　
こ
の
た
め
面
接
官
に
は
、

市
外
の
学
識
者
３
名
以
上

を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

参
考
意
見
と
し
た

い
。

問　
二
次
試
験
の
合
格
者

は
２
人
に
１
人
と
厳
し
い
。

面
接
官
は
ぜ
ひ
増
や
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

参
考
意
見
と
し
た

い
。

問　
平
成
21
年
度
か
ら
こ

れ
ま
で
、
４
４
６
件
と
数

多
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
資
料
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
工
事
費
の
少
な
い

廃
屋
に
集
中
し
て
い
る
。

今
後
、
補
助
内
容
の
見
直

し
と
拡
充
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長　

補
助
の
上
限
額
の

引
き
上
げ
を
含
め
、
検
討

し
た
い
。

保
育
料
は

　
１
万
円
以
内
に
軽
減
を

徳峰　一成 議員

重点公約は完全実行を !

ちょっと ひとりごと

職
員
採
用
試
験
に

つ
い
て

危
険
廃
屋
解
体
補
助
の

拡
充
を

国
民
健
康
保
険
加
入
者

全
員
に
温
泉
券
の
発
行
を

年度 全体 市内 市外
24 11 8 3
25 19 9 10
26 18 9 9
27 19 8 11

解体工事費 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 計

50万円未満 4 13 4 9 7 4 41

50 ～
100万円未満 22 40 36 45 45 45 233

100 ～
150万円未満 6 19 16 25 32 33 131

150 ～
200万円未満 2 0 2 6 8 8 26

200 ～
250万円未満 0 4 2 2 3 3 14

250 万円以上 0 0 1 0 0 0 1

計 34 76 61 87 95 93 446

職員採用二次試験の結果 （単位：人）

危険廃屋解体撤去補助 （単位：件）
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問　
27
年
度
の
飼
料
用
米

及
び
飼
料
用
稲
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）

の
作
付
け
状
況
は
。

市
長　

飼
料
用
米
13
・
７

ha
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
１
７
０
・
１
ha

で
あ
る
。

問　
畜
産
農
家
と
の
飼
料

用
米
及
び
Ｗ
Ｃ
Ｓ
契
約
締

結
に
対
し
稲
作
農
家
へ
の

助
成
策
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

市
長　

助
成
は
考
え
て
い

な
い
が
稲
作
農
家
の
収
益

が
増
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。

問　
使
い
勝
手
の
よ
い
電

気
柵
設
置
助
成
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

経
済
課
長　

１
申
請
者
１

基
当
た
り
で
行
っ
て
い
た
。

来
年
度
以
降
の
要
綱
見
直

し
を
協
議
し
て
い
る
。

市
長
／
早
急
に
検
討
に
入
る

連
携
を
図
り
商
店
の
監
視

カ
メ
ラ
設
置
助
成
も
含
め

早
急
な
検
討
に
入
る
。

問　
昭
和
の
時
代
に
失
業

対
策
事
業
で
建
設
さ
れ
た

橋
は
大
丈
夫
か
。

問　
学
校
及
び
主
要
施
設

商
店
街
の
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
は
。

市
長　

大
隅
中
４
基
、
財

部
中
５
基
、
メ
セ
ナ
末
吉

交
流
セ
ン
タ
ー
１
基
、
四

季
祭
市
場
５
基
、
や
ご
ろ

う
農
土
家
市
５
基
設
置
し

て
い
る
。

　

ま
た
大
型
店
に
は
設
置

し
て
あ
る
が
、
商
店
街
や

個
人
商
店
に
は
設
置
さ
れ

て
い
な
い
。

問　
児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
上
早
急
な
対
策
を
。

市
長　

警
察
、
商
工
会
、

学
校
、
地
域
、
家
庭
等
と

市
長　

平
成
21
年
度
に
調

査
を
行
っ
た
が
、
措
置
が

必
要
な
橋
は
な
か
っ
た
。

問　
失
業
対
策
事
業
で
建

設
し
た
橋
の
場
所
と
年
度

は
。

市
長　

財
部
町
は
宝
来
橋

が
昭
和
38
年
、
堤
橋
と
溝

ノ
口
橋
が
昭
和
39
年
、
堂

之
橋
が
昭
和
41
年
建
設
の

４
橋
で
あ
る
。

　

末
吉
町
が
種
子
田
橋
で

昭
和
41
年
建
設
。

　

大
隅
町
は
小
松
橋
で
昭

和
40
年
、
蕨
谷
橋
が
昭
和

45
年
、
浅
井
橋
が
昭
和
40

年
建
設
の
３
橋
で
あ
る
。

問　
安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク

は
で
き
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

耐
震
性
の
確

認
は
で
き
て
い
な
い
が
、

今
す
ぐ
手
を
入
れ
な
い
と

崩
落
す
る
よ
う
な
状
況
で

は
な
い
。
点
検
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
く
。

問　
最
近
、
照
葉
樹
林
が

一
面
褐
色
に
な
り
大
木
が

枯
死
し
て
い
る
原
因
は
何

か
。

市
長　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
と
い
う
５
㎜
位
の

昆
虫
が
木
に
潜
り
込
み
、

持
ち
込
ん
だ
菌
が
蔓
延
す

る
も
の
も
あ
る
。

問　
被
害
状
況
は
。

市
長　

被
害
全
体
面
積

81�

ha
う
ち
実
被
害
面
積
４

ha
で
あ
る
。

問　
保
護
の
手
立
て
を
打

つ
べ
き
で
は
。	

経
済
課
長　

３
年
程
度
で

被
害
は
終
息
し
、
枯
れ
る

も
の
も
あ
る
が
回
復
す
る

事
例
が
多
い
。

曽
於
市
の
防
犯
対
策
は

原田賢一郎 議員

安心安全な住みよい
曽於であってほしい

ちょっと ひとりごと

昭和 40 年に建設された浅井橋

森
林
保
全
対
策
の

管
理
は

橋
梁
安
全
対
策
は

低
米
価
改
善
対
策
は

鳥
獣
被
害
は

被害にあった照葉樹林
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教
育
長
／
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
と
ら
え
て
い
る

問　
学
力
を
あ
げ
る
た
め

に
教
育
委
員
会
と
し
て
学

校
に
指
導
し
て
き
た
内
容

は
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
は

学
力
向
上
を
最
重
要
課
題

と
と
ら
え
、
昨
年
度
か
ら

学
校
に
対
し
て
３
つ
の
取

り
組
み
を
重
点
的
に
指
導

し
て
き
た
。

　

ま
ず
１
点
目
「
学
習
に

臨
む
心
構
え
や
態
度
」
と

い
っ
た
学
習
規
律
の
徹
底
。

　

２
点
目
「
基
礎
学
力
」

定
着
の
徹
底
。

　

３
点
目
「
教
職
員
の
指

導
力
向
上
」
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

問　
家
庭
教
育
が
大
切
だ

と
思
う
が
、
教
育
委
員
会

と
し
て
指
導
し
て
き
た
内

容
は
。

教
育
長　

１
つ
目
は
「
家

庭
学
習
60
・
90
運
動
」
の

周
知
と
実
践
化
で
あ
り
、

各
学
校
が
作
成
し
た
手
引

き
等
を
活
用
し
家
庭
学
習

へ
の
啓
発
活
動
を
し
て
き

た
。

　

２
つ
目
は
、「
ノ
ー
テ
レ

ビ
デ
ー
」
を
設
置
し
、
朝

読
み
・
夕
読
み
、
親
子
読

書
の
啓
発
活
動
。

　

３
つ
目
は
、「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
は
ん
」
と
い
っ

た
基
本
的
生
活
習
慣
の
重

要
性
を
周
知
し
て
き
た
。

問　
廃
ビ
ニ
ー
ル
業
者
に

対
す
る
行
政
と
し
て
の
指

導
し
て
き
た
内
容
は
。

市
長　

今
年
６
月
に
副
市

長
、
関
係
課
長
で
構
成
す

る
曽
於
市
環
境
保
全
推
進

協
議
会
を
開
催
し
、
そ
の

中
で
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理
施

設
建
設
に
伴
う
工
事
着
手

届
け
、
ま
た
入
口
付
近
に

あ
る
農
用
地
に
つ
い
て
農

地
転
用
許
可
申
請
の
提
出

を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
す
で
に
廃
ビ
ニ
ー
ル

の
持
ち
込
み
が
さ
れ
た
が

内
容
は
。

市
長　

今
年
７
月
８
日
に

地
域
住
民
か
ら
「
現
場
に

ビ
ニ
ー
ル
が
運
び
込
ま
れ

て
い
る
」
と
の
情
報
が
あ

り
、
県
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

課
に
連
絡
、
現
場
確
認
に

向
か
い
ト
ラ
ッ
ク
で
数
台

分
と
思
わ
れ
る
廃
ビ
ニ
ー

ル
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

問　
６
月
議
会
で
建
設
反

対
陳
情
が
出
さ
れ
全
会
一

致
で
採
択
、
行
政
と
し
て

の
対
応
は
。

市
長　

４
月
に
地
元
説
明

会
に
お
い
て
事
業
主
不
在

に
よ
り
事
業
内
容
が
よ
く

分
か
ら
ず
、
予
定
地
に
電

話
・
電
気
が
引
か
れ
、
水

利
組
合
に
対
し
て
も
、
事

業
内
容
、
排
水
計
画
の
説

明
が
な
く
今
後
も
必
要
な

助
言
、
指
導
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問　
市
長
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
と
し
て
進
め
て

い
る
新
地
公
園
の
環
境
調

査
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

平
成
５
年
に
都
市

計
画
に
決
定
さ
れ
、
周
辺

に
大
規
模
の
畜
産
施
設
も

な
い
こ
と
か
ら
環
境
調
査

は
予
定
し
て
い
な
い
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
収
支
計
画
は
。

市
長　

使
用
料
を
と
ら
ず

広
く
市
民
に
開
放
し
、
健

康
づ
く
り
や
交
流
の
場
と

し
て
い
く
。
収
入
は
見
込

ん
で
い
な
い
。
支
出
で
電

気
料
、
水
道
料
な
ど
年
間

４
２
０
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。

市
内
、
小
・
中
学
校
の

　
学
力
向
上
を

渕合　昌昭 議員

指導力に期待します

ちょっと ひとりごと

今日も元気にガンバロウ

諏
訪
地
区
の
廃
ビ
ニ
ー

ル
処
理
施
設
建
設
は

新
地
公
園
の
進
捗
状
況
は

廃ビニール処理施設建設
反対の看板
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な
い
こ
と
が
主
な
要
因
で

あ
る
。

問　
五
位
塚
市
長
に
な
っ

て
か
ら
公
約
実
現
の
た
め

18
歳
未
満
の
子
ど
も
医
療

費
助
成
に
約
１
億
８
０
０	

万
円
。
保
育
料
の
軽
減
に

１
億
１
０
０
０
万
円
。
こ

れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
者

が
対
象
だ
っ
た
温
泉
保
養

券
を
取
り
や
め
、
65
歳
以

上
の
市
民
全
員
の
希
望
者

に
温
泉
保
養
券
の
配
付
を

拡
大
し
て
１
８
０
０
万
円

等
を
一
般
財
源
か
ら
支
出

し
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
法
定
外
繰
入
金
を

９
０
０
０
万
円
等
、
国
・

県
の
助
成
が
な
く
市
の
持

ち
出
し
が
増
え
て
い
る
。

平
成
28
年
度
以
降
、
普
通

交
付
税
が
減
額
さ
れ
て
財

政
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く

が
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
事

業
の
継
続
は
可
能
な
の
か
。

市
長　

大
事
な
事
業
で
あ

る
か
ら
今
後
も
継
続
し
て

い
く
。

ず
は
地
元
住
民
に
対
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
説
明
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
助
言
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
と
連
絡

を
と
り
な
が
ら
地
元
住
民

に
も
報
告
し
て
い
く
。

市
長
／
目
的
の
達
成
し
た
事
業
は
今
後
見
直
し
て
い
く

問　
平
成
26
年
10
月
に
策

定
し
た
財
政
計
画
で
は
、

基
金
残
高
が
、
平
成
27
年

度
末
97
億
７
４
８
７
万
円

で
あ
っ
た
。
平
成
27
年
度

当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

65
億
９
４
６
５
万
円
で

31
億
８
０
２
９
万
円
に
大

幅
に
減
額
に
な
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

市
長　

減
額
に
な
っ
た
要

因
は
、
国
営
曽
於
北
部
土

地
改
良
事
業
負
担
金
の
支

払
い
の
た
め
土
地
改
良
基

金
14
億
２
０
０
０
万
円
を

取
り
崩
し
た
こ
と
と
、
財

政
計
画
に
計
上
し
て
い
る

決
算
見
込
み
に
伴
う
積
立

金
12
億
円
を
計
上
し
て
い

問　
外
山
木
材
の
企
業
進

出
断
念
に
関
し
て
反
省
点

と
し
て
、
公
園
か
ら
企
業

誘
致
に
目
的
を
変
え
た
時

点
で
、
す
ぐ
に
地
権
者
の

同
意
を
得
る
こ
と
を
始
め

て
い
れ
ば
間
に
合
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

市
長　

そ
の
時
点
で
は
、

売
買
契
約
の
内
容
を
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
地

権
者
へ
の
説
明
が
遅
く

な
っ
た
こ
と
は
、
反
省
し

て
い
る
。
今
後
も
同
意
を

お
願
い
し
て
い
く
。

問　

既
に
廃
ポ
リ
等
が

次
々
持
ち
込
ま
れ
て
い
る

現
状
に
地
区
住
民
は
、
市

議
会
で
反
対
陳
情
を
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
の
に
地

元
説
明
会
も
未
だ
に
な
い
。

住
民
無
視
で
事
業
が
進
む

こ
と
へ
の
怒
り
と
行
政
へ
の

失
望
感
を
抱
い
て
い
る
。
市

長
と
し
て
ど
う
思
う
か
。

市
長　

廃
棄
物
処
理
に
関

し
て
は
、
県
の
許
認
可
に

な
っ
て
い
る
た
め
市
で
対

応
で
き
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
る
。
業
者
に
は
、「
ま

財
政
計
画
の
見
直
し
は

今鶴　治信 議員

これ以上の基金減少は
財政の硬直化をまねく

ちょっと ひとりごと

諏
訪
地
区
の
廃
ビ
ニ
ー

ル
処
理
場
に
つ
い
て

胡
摩
地
区
の
企
業
誘
致

に
つ
い
て

自宅に保管された農業用廃ポリ

年度 基金取崩金額

22 2億 2,911 万円

23 1億 9,001 万 4千円

24 3億 2,092 万 3千円

25 6億 1,741 万 1千円

26 10億 1,762 万 8千円

27 29億 9,490 万 1千円

特定目的基金の年度別取崩総額
（平成27年 9月末現在）
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市
長
／
新
た
な
企
業
誘
致
を
め
ざ
す

問　

買
収
し
た
土
地
で
、

市
へ
登
記
済
の
農
地
は
何

筆
あ
る
か
。

　
ま
た
、
仮
登
記
は
何
筆

か
。

市
長　

畑
４
筆
が
、
市
に

登
記
済
み
で
あ
る
。
仮
登

記
の
農
地
は
７
筆
あ
る
。

問　
行
政
が
農
地
を
購
入

す
る
場
合
は
、
目
的
が
明

確
で
な
い
と
登
記
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

購
入
し
た
農
地
の

う
ち
４
筆
は
、
平
成
25
年

６
月
20
日
に
所
有
権
移
転

の
登
記
を
行
い
市
の
所
有

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
等
の
目
的
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　
行
政
機
関
が
農
地
を

取
得
す
る
こ
と
は
、
違
法

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

錯
誤
の
手
続
き
が

必
要
で
あ
る
。

問　
市
長
就
任
以
来
２
年

が
経
過
し
て
い
る
が
、
農

地
の
登
記
上
の
問
題
を
放

置
し
て
い
る
こ
と
は
、
行

政
の
怠
慢
で
は
な
い
か
。

市
長　

最
近
、
農
地
が
市

に
登
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
市
に
手
続
き

上
の
間
違
い
が
あ
っ
た
。

問　
昨
年
、
遺
跡
発
掘
調

査
を
し
て
い
る
が
、
農
地

法
上
の
問
題
は
な
い
か
。

ま
た
、
調
査
期
間
中
は
農

地
の
一
時
転
用
の
手
続
き

が
必
要
で
あ
る
が
手
続
き

を
さ
れ
た
か
。

市
長　

手
続
き
を
し
て
い

な
か
っ
た
。
胡
摩
地
区
の

跡
地
利
用
に
関
す
る
問
題

で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
不
備

が
あ
り
、
お
詫
び
申
し
上

げ
た
い
。

問　
外
山
木
材
が
、
進
出

を
断
念
し
た
の
は
、
当
初

の
用
地
取
得
時
の
契
約
書

の
精
査
が
足
り
ず
用
地
取

得
に
時
間
が
か
か
る
と
し

て
断
念
し
た
と
い
う
こ
と

か
。

市
長　

そ
の
よ
う
に
、
業

者
か
ら
は
聞
い
て
い
る
。

問　
桜
の
植
栽
計
画
と
寄

付
状
況
は
。

市
長　

現
在
84
名
の
方
か

ら
92
本
分
46
万
円
の
寄
付

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
は
、
平
成
28
年
２
月
14

日
に
植
樹
祭
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

問　
名
所
計
画
と
し
て
桜

の
花
見
の
時
期
は
、
焼
肉

大
会
だ
け
で
は
お
粗
末
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
今

後
ど
の
よ
う
な
計
画
を
考

え
て
い
る
か
。

市
長　

春
の
花
見
シ
ー
ズ

ン
に
は
、
桜
の
花
の
下
で

焼
肉
大
会
。
夏
に
は
、
夏

祭
り
。
秋
に
は
も
み
じ
。

冬
に
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
正
月
行
事
を
計

画
し
た
い
。
し
か
し
行
政

だ
け
で
は
、
盛
り
上
が
り

に
欠
け
る
の
で
、
商
工
会

や
道
の
駅
農
土
家
市
、
市

内
の
露
天
商
の
方
々
の
協

力
を
も
ら
い
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

胡
摩
地
区
の
買
収
地
の

　
再
開
発
と
状
況
は

岩水　豊 議員

母智丘の桜まつりに
負けないように

ちょっと ひとりごと

「
弥
五
郎
の
里
」
桜
の

名
所
計
画
に
つ
い
て

桜の名所をめざして
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気
柵
設
置
補
助
な
ど
の
充

実
を
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
こ
の
事
業
の
反
省
点

と
今
後
（
次
回
へ
）
の
教

訓
を
示
さ
れ
た
い
。

市
長　

こ
の
事
業
に
つ
い

て
は
市
内
の
商
工
業
の
活

性
化
と
、
市
民
の
方
々
が

プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
恩
恵
を

受
け
、
消
費
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

商
工
業
の
活
性
化
に
は

繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
一
部
の
方
々
が
商
品

券
を
購
入
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
20
％
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

反
省
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
事
業
は
単
年
度

事
業
だ
っ
た
の
で
、
次
回
、

こ
の
よ
う
な
事
業
が
継
続

す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
他
の

市
町
村
の
成
功
事
例
を
参

考
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
県
内
19
市
の
中
で
商

工
・
観
光
課
（
仮
称
）
の

設
置
状
況
は
。

市
長　

県
内
19
市
の
中

で
、
商
工
、
観
光
、
Ｐ
Ｒ

の
名
称
の
つ
い
た
課
を
設

置
し
て
い
る
の
は
、
曽
於

市
を
除
く
18
市
で
あ
る
。

問　
商
工
・
観
光
課
の
設

置
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長　

現
在
、
ふ
る
さ
と

納
税
が
順
調
に
伸
び
て
い

る
。
他
市
町
村
と
の
競
争

力
を
高
め
る
う
え
で
も
、

窓
口
の
一
本
化
を
図
り
、

強
力
に
促
進
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
他
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
イ
ベ
ン
ト

等
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
対
応

す
る
と
と
も
に
徹
底
し
た

観
光
Ｐ
Ｒ
や
情
報
の
発
信

に
よ
っ
て
曽
於
市
の
知
名

度
・
認
知
度
の
向
上
を
図

り
、
産
業
振
興
に
つ
な
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
商

工
・
観
光
に
特
化
し
た
専

市
長
／	

大
隅
地
区
鳥
獣
保
護
区
の

　
　
　
　
指
定
解
除
へ
向
け
て
努
力
す
る

問　
市
内
の
平
成
26
年
度

分
の
鳥
獣
被
害
状
況
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
い
。

市
長　

鳥
獣
被
害
面
積
が

４
１
８
０
ａ
で
被
害
金
額

が
１
０
６
０
万
円
と
推
定

さ
れ
る
。

問　
大
隅
鳥
獣
保
護
区
内

の
被
害
拡
大
を
心
配
し
、

住
民
か
ら
保
護
区
、
解
除

の
声
が
多
い
。
指
定
解
除

の
考
え
は
。

市
長　

保
護
区
の
指
定

解
除
に
つ
い
て
は
、
県
と

の
協
議
が
必
要
に
な
る
の

で
、
今
後
地
元
か
ら
の
要

望
、
被
害
の
状
況
な
ど
を

県
に
も
説
明
し
な
が
ら
、

保
護
区
の
解
除
、
縮
小
な

ど
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

問　
今
後
、
市
の
被
害
防

止
対
策
の
予
算
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

予
算
に
つ
い
て

は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に

よ
る
鳥
獣
捕
獲
実
施
、
電

市
内
の
鳥
獣
被
害
状
況
は

坂口　幸夫 議員

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
に
つ
い
て

実りの秋をむかえるまで
自然災害が発生しないように

ちょっと ひとりごと

門
部
署
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
。

問　

本
市
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
の
い
じ
め
の
実

態
は
。

教
育
長　

平
成
26
年
度

の
本
市
に
お
け
る
い
じ
め

の
発
生
状
況
は
小
学
校
15

件
、
中
学
校
11
件
で
あ
る
。

本
年
度
は
、
７
月
末
現
在

に
お
い
て
小
・
中
学
校
か

ら
の
い
じ
め
の
報
告
は
な

い
。

組
織
機
構
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

大隅地区鳥獣保護区
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